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特集

元気に働き続けるために自分
らしいキャリアデザインを
保健師が自分らしいキャリアデザインを描く意義と方法 清田啓子
行政保健師として意欲的に働き続けるために重要なこととは　 
健康危機管理の職能開発とキャリア継続の関係を踏まえて 井口 理
サードプレイスで共に育む保健師の力　 
アイデンティティとキャリアデザインの共創 川岡和也、唐井奈那子

【事例紹介：行政保健師としてのキャリアデザイン】
厚生労働省への出向経験とその意義　薗田成央
心理学を修めた後に保健師となり、 
どのようにキャリアに活かしてきたのか　山田万里
産休・育休をキャリアデザインの中に 
どのように組み込んでいるのか①　若林美代子
産休・育休をキャリアデザインの中に 
どのように組み込んでいるのか②　丸谷祐子

Pick Up
妊婦・子育てママの健幸づくりをサポートする　 

「ママもまんなか」子育て支援プロジェクト 塚尾晶子

連載
成果につながる保健指導　対象を読み解く病態理解とアセスメント 野口 緑

保健師活動を地図で見える化 !　GIS を使いこなそう 堀池 諒

ひきこもり状態にある本人と家族への訪問支援 
こころの扉が開くとき 船越明子

疲れた心を整えるセルフ・コンパッション 秋山美紀

●今号の特集において相談支
援専門員のお立場からご寄稿
いただいた山口氏が、改正精
神保健福祉法の 2024 年 4
月からの施行に対して「これ
まで通り、地域住民の皆さん
の健康を守る、というスタン
ス」が大切と書かれていまし
た。各自治体がこのスタンス
で精神保健も含めた保健師活
動を展開していく上で必要な
体制整備を行うための法改正
であることをあらためて理解
しました。この体制整備も含
めて「にも包括」における好
事例が今後、積み重なってい
くものと思います。
●環境や生活の変化に応じつ
つ地域や住民の健康を衛るた
めに展開される保健師活動に
興味は尽きないのですが、今
春の異動で『保健師ジャーナ
ル』編集室を離れることとな
りました。これまで編集委員
や著者の先生方、そして何よ
り読者の皆様には大変お世話
になり、誠にありがとうござ
いました。本誌を通じて保健
師の皆様の心意気に触れるこ
とができ、一住民としても、
ありがたく、とても頼もしく
感じておりました。本誌編集
は後任の野中に引き継ぎます
が、看護出版部内の異動のた
め、今後ともご指導をお願い
することもあるかと思いま
す。弊誌のご愛顧ともども引
き続き、どうか、よろしくお
願いいたします。 （小林）

編集後記
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